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はじめに

ホールラングージによる英字新聞の

　効果的利用についての一考察

　　　　　　　　　師子鹿　元　美

The “Whole Language” Approach in Reading

　　　　　　　EnglishNewspapers

　　　　　　　Motomi　SHISHIKA

　子供の頃，お話を読んだり，親に読み聞かせ

てもらったりすることが人好きだったと言う人

は多くいるであろう。好きだったお話が外国の

翻訳物だったので，外国語に興味を持ったとい

う学生もいるであろう。しかし，読むという楽

しいはずの活動が，中学，高校と進むうちに，

楽しみで読むという時間が少なくなり，まして

英語で読むということは授業の中の苦痛を伴う

活動でしかなくなってくる。英語を専攻してい

る学生でも，リーディングよりはスピーキング，

リスニングが好きだという学生が圧倒的に多い

のが現状である。

　中学，高校の英語の授業が次第に発信型へ転

換を図っていることを考えれば，学生のスピー

キング志向も無理もないといえるだろう。　しか

し英語を外川語として学ぶ学生たちに，より効

果的に発信するためには，英語で読むという活

動も大事であることを認識させ，同時に読むこ

とと話すことが統合された学習がなされること

が大事だと考える。ここではホールラングージ

が提唱する，統合的語学学習の一つの教材とし

て，新聞僥語の有効性について考えてみたい。

一

２．英字新聞の英語教材としての妥当性

　大学･短大では?･くから「時事笑語」の授業

などで，英字新聞や英文雑誌から抜粋された記

事がテキストとして使用されてきているが，最

近高校等においてもその有効性が認められてい

るようだ。それは新聞の記事の内容が豊富であ

り,英字新聞の英語が易しく書きかえられたり，

作られたものでなく，まさに「本物」であり

authenticな英語教材を提供してくれるからで

あろう。 Sanderson （1999）は新聞英語を教

室で使う意義について述べており，それらをま

とめるとつぎのようになる。

　・一般的教育価値がある

　　　私たちは常にL吠界中で起きていることに

　　ついての情報を新聞から得ることができ，

　　それらを通して世界についての知識や理解

　　を深める。

　・文化的情報源である

　　　言葉と文化は複雑に絡み合っており，新

　　聞はその言葉を通して文化を反映している

　　といえる。その地域の文化は，人々，場所，

　　習慣などすべてのものとの関連で言葉の中

　　に染み込んでいる。深い意味では，価値観，

　　信条，感情，態度などが言葉に反映されて

　　いる。そのような，計り知れないほどの情

　　報源である新聞を深く読むことで，学生の
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　社会文化的な考え方が育つ。

・読者に興味を起こさせる

　　莫大な種類の主題が新聞では取り扱われ

　ており，どの読者にも何かしらの興味を起

　こさせる。特に新聞では現実に起こってい

　る出来事を読むことで，世界やそこに住む

　人々についての関心が高まる。

・楽しみのために読める

・本物（authentic）の教材である

　　新聞は本物の読解材料の宝庫であり，教

　室内で新聞英語に学生が触れ，それを読み

　理解する力をつければ，学生の将来のキャ

　リア形成にも役立つ。

　学習者の読解プロセスについて，Goodman

0986）とSmith（1988）は「読み手とテキ

ストとの桁行作用が読みを可能にする」として

おり，読み手がテキストについてどんな知識を

持っているか，すなわち背景知識の有無が読解

に深く関係していると言える。日々，世界につ

いての知識や情報を得られる英字新聞は，読み

手のさまざまな背景知識を深めていくための有

効な手段のひとつだと言えるであろう。林

（2000）は「人間のあらゆる知識はユニット

になっているが，これらのユニットがスキーマ

である」（According to schema theories， a11

knowledge is packed into units. These

units aΓe schemata.）とRumelhaΓtのスキー

マの定義を紹介している。

　Carre11＆Eisterhold（1983）は「スキー

マ理論によれば，テキストを理解するというこ

とは，読み手の背景知識とテキストとの相互作

用を意味する」と述べており，読み手の背景知

識，すなわちスキーマを活性化させることが読

解において重要であることがわかる。 pre-

reading活動においてスキーマを活性化させる

ことの重要性は，多くの研究者が指摘している

ところであるが，林（2000）はスキーマの活

性化のために，英字新聞を活用する事例を紹介

している。その中で，英字新聞の記事のタイト

ル，写真，内容にざっと目を通させたあと，用

意した質問に答えさせるという活動を通してっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

「すでに（生徒）が持っている（ニュースに聞

する）スキーマを活用することにより，新聞記

事のおおまかな内容が予測できることを学習す

る」としている。

　また速読指導，多読指導のなかで英字新聞を

利用することも考えられる。山本（2000）は

英字新聞のテレビ番組欄や不動産広告欄，求人

広告欄などを使った実践例や，朝日新聞と

Asahi Evening Newsの大声人語欄を併用した

実践例を紹介している。最初の実践例では，答

えとなる情報を探しながら読むというscanning

（情報検索読み，探し読み）（山本）の練習も行

うことになる。

　新聞の計り知れないほどの情報量と内容の豊

富さを考えれば，さまざまな新聞の活用例が考

えられるであろうが，それと同時に利用するに

あたって，問題となる点，注意しなければなら

ない点もあるであろう。 Sanderson（1999）

は中級まで達していない学習者にも新聞英語を

読ませるべきだとした上で，学生がどれほどそ

れを読みたいと思っているか（motiva↑ion）

が重要な要因であり，難しいと思われるもので

も学生にチャレンジさせるべきであるといって

いる。また，中級まで速していない学生に新聞

英語を読ませる際には（１）読む前にさまざま

な活動を通して，使おうとする読解材料に学生

を慣れさせておく，（２）学生にあった読解材

料を慎重に選ぶこと，（３）どう学生に読ませ

ていくかを綿密に計画すること，などが重要で

あるといっている。

３．ホールラングージアプローチからみた新聞

　英語利用

　ホールラングージは草の根運動的に発展して

きた教育理念であり，心理学や哲学，言語学な

どさまざまな学問分野の成果を取り入れ，それ

を特に言語教育の理論・実践に生かしてきてい

る。豊かな言語環境の中で，子どもは意味のあ

る，目的を特った言語活動を行うことで言葉を

自然に学んでいくと考えられている。Freeman

＆Freeman（1992）がホールラングージの原
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則としてあげている次の５つは，ホールラング

ージ，また第２討語習得におけるホールラング

ージを理解するために役に立つと思われる。

　１．学習は「全体」から［部分］へと進む

　２．授業は学習者中心に組み立てられるべき

　　である

　３．授業は学習者にとって今意味があり，目

　　的を持っているべきである

　４．学習はグループとして意味のある社会的

　　なinteractionの中で行われる。

　５．第２言語学習においては，話し言葉と書

　　き言葉は同時に習得される。

　ホールラングージにおいては，その名前が示

すように言葉を「全体」で丸ごと学ぶことが大

事だとしている。人と人とが触れ合うなかで学

習は本来進んでいくものであるから，リーディ

ング，ライティング，リスニング，スピーキン

グがそれぞれ孤立するのではなく，すべてが統

合された形で行われるのが自然であると考え

る。

　Goodman 0 986）は「ホールラングージ

の理論は，学習理論，言語理論，教師と教師の

役割についての考え方，言語中心のカリキュラ

ムの４つの科学的人間主義的支柱にささえられ

ている」とのべている。学習理論について，個

人的にまた社会的に何らかの必要があって初め

て，子供は呼んだり潜いたりする力をつけてい

くとしている。 Goodmanはドに英語を母国語

として学ぶ学習者について研究，実践を行って

いるが，彼の提唱するホールラングージの理論

は，英語を外国語として学ぶ目本人の学習者に

も当てはまると考えられる。

　英字新聞はそれ自体豊富な内容を持ってお

り，豊かな言語環境を提供しているといえる。

英字新聞では口々私たちの周囲で起こっている

ことが情報としてヅえられ，学生はそれを読む

ことで社会と深く関わっていくことになる。社

会との関わりのなかで言葉を学んでいくことに

なる。学生たちが興味を覚えるような教材を選

択することが重要になってくるであろうし，そ

れを学生たちにとって意味のある（meaningfuD 。
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学生たちが何らかの目的を持って行う

（purposeful）活動のなかで、どう必要性を持

たせておこなわせるかも大事なポイントであ

る。

４．具体的授業実践

　短大１年生のリーディングの授業で行った英

字新聞を使った実践例を紹介する。学習者の読

解力のレベルはさまざまであるが，はとんどの

学習者がこれまでに英字新聞からの記事を読ん

だ経験を持っていないようである。読解レベル

は平均すればpre-intermediateぐらいである

と考えられる。導入として，ヘッドライン，リ

ードパラグラフ，本文の３つから英字新聞の記

事は構成されていること，ヘッドラインの構成

などを説明しておく。

目）写真，ヘッドライン，本文を関連させた

　　　活動

　過去１週間くらいの記事から学習者が知って

いて，興味を持ちそうだと思われる写真のつい

た記事を８～１０ほど用意する。多くの学生は

英字新聞はむずかしいという先入観を持ってい

るので，初めて英字新聞を授業で使う場合，誰

もが知っている事件，出来事などの記事を使う

ことが効果的だと思われる。選んだ８～１０の

記事の写真の部分だけを切り取り，１枚の紙に

張り，そのコピーを学生に渡す。

　まず写真からその記事の内容を推測させる。

写真から記事の内容がすぐ分かるものと，かな

り推測が難しいものとを織り交ぜていたが，学

習者は思い思いに推測したものをスタディーシ

ートに潜いていたようだ｡推測がむずかしいと，

わからないと言って，投げ出してしまう学生が

いるので，とにかく何でも良いから思ったこと

を書いておくように指示する。この段階では何

らかの推測をさせることが，スキーマの活性化

につながると考える。

　次にその写真のヘッドラインだけを書き出し

た紙を渡し，どの写真とどのヘッドラインが結

びつくかを考えさせる。知っている固有名詞，

名詞，動詞などをたよりにかなりの程度正確に
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写真とヘッドラインを結び付けることができ

た。ここまでの段階では特に辞書を使わせず，

分からない単語もその意味は推測させる。

　次に，それぞれの記事の４～５パラグラフ分

を切り取ったもののコピーを学生に渡し，それ

ぞれの記事の写真とヘッドラインの内容を探さ

せる。特に，記事の内容の要約部分であるリー

ドパラグラフを中心にscanningをするよう指

示する。これまでの活動はすべて２人ずつのペ

アーで行わせる。最後にそれぞれの記事の要約

を日本語で書かせる。

　この活動は，ライティング，スピーキングヘ

と発展させることも可能である。筆者の授業で

は，こちらで選んで与えた記事の中から，学習

者自身が興味を持ったものについて，まず目本

膳で要約させた後，語句や表現など本文から使

いながら英語で要約させる。英語で要約を考え

る際，学習者が現在習っている英語のネイティ

ブの教員に，記事の内容をどう英語で説明する

かを考えるよう言う。要約したものをそれぞれ

ペアーに話したり，教室で発表させたりする。

５．考察

　この実践で，写真，ヘッドライン，本文（英

語）へと順序を追って導入することで，学生は

興味を持続させて，英語のリーディングまで進

んだようである。日本人サッカー選手の記事，

日本人のノーペル賞受賞の記事，日本人拉致事

件など，日本語でその背景知識を持っている記

事には興味も覚えるし，内容も理解しやすかっ

たようである。本文の要約の時には，各自必要

に応じて辞書を使わせたが，語彙をどう扱うか

は悩ましい問題である。読解レベルがかなり高

いと思われる学生でも，‘知らない単語がある

ので意味をとりにくい≒‘英字新聞の英語は今

までの英語と違う’と悩んでいるのを見ると，

あまり部分（単語）にこだわらず，全体（内容）

をつかむような読み方を促すことが必要だと強

く感じる。

　英字新聞からの記事と，L］本膳の新聞からそ

れと|司じ内容の記事を同時に学生に読ませ，日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－ 74

本譜でいくつか単語をあげ，それを意味する英

語を探すこともさせた。日本諮と英語の表現の

違いなどを学ぶには,効果があると思われたが，

読解レベルの中級から下の学生には難しいよう

であった。

６．まとめ

　Perterson 0 992）は教室が「学習コミュ

ニティー」（1eEning community）としての機

能を果たすことが人事だと述べているが，この

実践においてペアーワークを中心に行い，ペア

ーを超えて情報を交換したり，意見を述べたり

することが自由にできる雰囲気作りにっとめ

た。英語の読解レベルが低い学生で仏　目本譜

でそれぞれの記事の背景知識をかなり持ってい

たりするので，学生たちはお互いに触れ合うこ

とで刺激しあい，学習意欲を高めていくと考え

られる。

　学生達の「文字離れ」が進む中で，授業での読

解活動が学生にとって意味があり（meaningful），

楽しく，目的を持って取り組めるようなものに

するために，豊富な内容を持った英字新聞はか

なり効果的に利用できると考える。今後，もう

少し長期間の実践を行い，効果的な利用法をさ

らに考えていきたい。
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